
暑熱により食欲が減退した母豚に対する加水飼料の食欲増進効果

[要約］聖&期の母豚は食欲が減退し、 分娩から離乳まで体重が著しく減少する。
その対策として皿丞飼魁を母豚に給与した結果、 飼魁掻虫量は増加し、発遣が早くな
る傾向を示したが、 子豚への発育効果は明らかでなかった。
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［背景・ねらい］

西南暖地における夏期の暑熱は、豚の食欲を減退させる。そのため母豚は分娩から離乳
までの間、給与された配合飼料を充分に摂取しないため、体重が著しく減少し、授乳中の
子豚の発育や離乳後の母豚の発情等に悪影響を及ぼしている。

そこで、母豚に給与する飼料に水を加えることで飼料摂取量の増加をはかり、授乳中の
子豚の発育や母豚の体重減少、離乳後の繁殖性を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

①１日１頭当りの飼料摂取量は、飼料に水を加えたウエット、リキッド飼料が噌好性が良
くなり、それぞれ4.89kg、5.02kgとドライ飼料より約30％多く摂取する。特に、リキツド
飼料はドライ飼料に比較して有意に多く摂取する（表４）。

②ウェット、リキッド飼料を給与すると、飼料摂取量が多くなり、母豚の体重減少率がや
や小さく、発情再帰日数が４～９日早くなる。年間の分娩回数は，ドライ区は2.4回，ウ
エット区は2.6回となり、0.2回増加する（表４）。

③母豚への加水飼料給与による子豚の発育効果は明らかでない（表４）。

［成果の活用面.留意点］

暑熱期での授乳豚の飼料摂取量向上対策として豚飼養管理マニュアルに登載して利活用
を図る。

-208-



[具体的データ］

表１飼料への加水割合表２母豚飼料給与量表３期間中の平均気温

飼料：水

アイス区１：

ウエット区１：

リキッド区１：

ドライ区１：

１（飼料：氷）

１

２

０

分娩前２ｋｇ

分娩～２日１

３日～４日２

５日～６日３

７日～21日（離乳）６

３年度４年度

最高２９．５℃２９．２℃

最低２４．６２４．５

表４母豚の飼料摂取量、飲水量及び繁殖成績 (平成３～４年）

項目試験区 アイス区ウエット区リキッド区ドライ区

供試頭数（頭）

分娩後体重（kg）

飼料摂取量（kg/日）

総飲水量（９／日）

生産子数（頭）

生時子豚平均体重（kg）

離乳〃 （kg）

子豚体重の総増加量（kg）

母豚体重減少率（％）

発情再帰日数（日）

年間分娩回数（回）

５

２３１．９

３．９４

18.0(14.0）

８．２

１．５５

５．７４

４０．０

８．１８

１５．０

２．４

５

２０９．２

４．８９

２４．６(19.7）

１０．４

１．３６

４．７６

２８．０

４．３９

６．０

２．６

１０

２１５．９

５．０２ｂ

24.1(13.9）

９．９

１．３８

４．７８

３５．０

８．２９

１０．９

２．５

１０

２１０．４

３．８２．

２２．５

９．４

１．４５

４．８４

３３．０

１０．５

１５．０

２．４

注）①飼料摂取量の異符号間は１％水準(Ｆ検定)で有意

②飼料摂取量は風乾物量

③試験期間は平成3年７月１１日～９月11日、４年７月１日～８月31日

④総飲水量Iまの（）内は給水カップによる飲水量

⑤飼料摂取量と飲水量は分娩７日～離乳までの平均値

⑥子豚体重の総増加量は離乳時総子豚体重一生時総子豚体重の平均値

⑦発情再帰日数は離乳からの日数

[その他］
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